
防災初動マニュアルの改訂について

経緯
1. 学区自主防災会と自治連事務局で全体を整理、見直しして第４版を
昨秋発効（2024年9月役員会）

2. 行動基準について学区自主防災会内部で追加見直しをして頂き、第5
版を作成

3. 本自治連役員会の承認を以て第5版を正式発効する



改訂 初版 2014年 5月
２版 2014年 12月
３版 2019年 3月
４版 2024年 10月
５版 2025年 6月

近年の災害では、自助、共助、公助の連携が重要であることが強く認識され
ている。これを受け、2013年の災害基本法改正では、地域住民が主体とな
って災害に備えるための計画を策定する仕組みである、地区防災計画制度
が創設された。この制度に基づき、大津市が各学区に計画の作成を求め、
2014年5月に初版制定されたのがこの「日吉台学区・防災初動マニュアル」
である。

その後2024年10月に災害時における対応を見直すとともに見易さを改善し
た第4版を発行し、さらに行動基準の追加見直しを反映して第5版とした。
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